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(57)【要約】
【課題】平面上で自立させることが可能なパンツ型使い
捨ておむつを提供する。
【解決手段】縦方向と、前記縦方向に交差する横方向と
、を有し、液吸収性の吸収体と、前記吸収体の長手方向
の一端側に配置され、着用する際に着用者の腹側に位置
する腹側胴回り部と、前記吸収体の前記長手方向の他端
側に配置され、着用する際に前記着用者の背側に位置す
る背側胴回り部と、を備えたパンツ型使い捨ておむつで
あって、前記吸収体には、前記横方向において所定の間
隔を有しつつ、前記長手方向に沿って他の領域よりも剛
性が高くなった一対の高剛性部が設けられており、前記
横方向における前記吸収体の外側に、前記長手方向に沿
った一対の防漏壁を有し、前記防漏壁は、厚さ方向の一
方側の面同士が接合された接合部を有する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦方向と、前記縦方向に交差する横方向と、を有し、
　液吸収性の吸収体と、
　前記吸収体の長手方向の一端側に配置され、着用する際に着用者の腹側に位置する腹側
胴回り部と、
　前記吸収体の前記長手方向の他端側に配置され、着用する際に前記着用者の背側に位置
する背側胴回り部と、
　を備えたパンツ型使い捨ておむつであって、
　前記吸収体には、前記横方向において所定の間隔を有しつつ、前記長手方向に沿って他
の領域よりも剛性が高くなった一対の高剛性部が設けられており、
　前記横方向における前記吸収体の外側に、前記長手方向に沿った一対の防漏壁を有し、
　前記防漏壁は、厚さ方向の一方側の面同士が接合された接合部を有する、
　ことを特徴とするパンツ型使い捨ておむつ。
【請求項２】
　請求項１に記載のパンツ型使い捨ておむつであって、
　前記高剛性部は、前記吸収体の前記長手方向における中央位置を含む或る領域に、非連
続部を有している、ことを特徴とするパンツ型使い捨ておむつ。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のパンツ型使い捨ておむつであって、
　前記長手方向における、前記接合部の前記長手方向の背側端と、前記パンツ型使い捨て
おむつの前記長手方向における中央位置との間の距離は、
　前記長手方向における、前記接合部の前記長手方向の腹側端と、前記パンツ型使い捨て
おむつの前記長手方向における中央位置との間の距離よりも短い、ことを特徴とするパン
ツ型使い捨ておむつ。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載のパンツ型使い捨ておむつであって、
　前記吸収体は、前記長手方向における前記吸収体の両端部の間に括れ部を有し、
　前記括れ部は、少なくとも前記吸収体の前記長手方向における中央位置において前記横
方向における幅が最も狭くなっている幅狭部を有する、ことを特徴とするパンツ型使い捨
ておむつ。
【請求項５】
　請求項４に記載のパンツ型使い捨ておむつであって、
　前記縦方向において、前記高剛性部と、前記吸収体の前記幅狭部とが重複する部分を有
する、ことを特徴とするパンツ型使い捨ておむつ。
【請求項６】
　請求項４または５に記載のパンツ型使い捨ておむつであって、
　前記縦方向において、前記接合部と、前記吸収体の前記幅狭部とが重複する部分を有す
る、ことを特徴とするパンツ型使い捨ておむつ。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載のパンツ型使い捨ておむつであって、
　前記長手方向の背側には、前記横方向に伸縮する脚回り弾性部材が配置されており、
　前記脚回り弾性部材は、
　　　前記横方向の中央部において、前記吸収体と厚さ方向に重複するように前記横方向
に沿って配置された直線部と、
　　　前記直線部の前記横方向の両側から前記横方向の外側かつ前記長手方向の背側に湾
曲して配置された湾曲部と、
　を備え、
　前記防漏壁と前記脚回り弾性部材とは前記厚さ方向に交差する部分を有する、ことを特
徴とする吸収性物品。
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【請求項８】
　請求項７に記載のパンツ型使い捨ておむつであって、
　前記接合部と前記脚回り弾性部材とは前記厚さ方向に交差する部分を有する、ことを特
徴とする吸収性物品。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載のパンツ型使い捨ておむつであって、
　前記吸収体は、前記長手方向における前記吸収体の両端部の間に括れ部を有し、
　前記一対の接合部は、前記厚さ方向においてそれぞれ前記吸収体と重複しておらず、
　前記横方向において、前記一対の接合部の間隔は、前記吸収体の前記長手方向の両端部
における長さよりも短い、ことを特徴とするパンツ型使い捨ておむつ。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パンツ型使い捨ておむつに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、パンツ型の使い捨ておむつが使用されている。一般的なパンツ型の使い捨ておむ
つは、展開状態において、長手方向と幅方向とを有し排泄物を吸収する吸収体を備えた吸
収性本体が設けられている。そして、該吸収性本体の幅方向の両側には、吸収体によって
吸収された排泄物がおむつの外側に漏れることを防止する防漏壁部が着用者の脚回りに沿
って設けられる。例えば、特許文献１には、本体（吸収性本体）の両側に防漏カフ（防漏
壁部）が設けられ、着用時において着用者の大腿部に当てられる領域である中間部におい
て当該防漏カフの起立可能長さを短くすることにより、防漏カフが外部（おむつの側方）
にはみ出しにくく、横漏れを防止しやすい使い捨ておむつが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２１８８７６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載されているような防漏壁を有するパンツ型おむつを着用者に着用させ
る際に、着用者が横になった状態（つまり寝ている状態）でパンツ型おむつを履かせよう
とすると、防漏壁が潰れてしまったり位置がずれたりして、排泄物の漏れやフィット性の
悪化といった問題が生じる場合がある。また、寝ている着用者にパンツ型おむつを装着さ
せる作業は、介助者等の負荷を増大させる。このような問題を生じにくくするために、着
用者を立たせた状態でパンツ型おむつを楽に装着できるようにしたいという要望がある。
【０００５】
　例えば、着用者を立たせた状態でパンツ型おむつの胴回り開口から脚回り開口に脚を通
させ、下着を履かせるようにパンツ型おむつを引き上げて着用者の身体に装着させること
が有効である。その際、パンツ型おむつを平面（例えば床）上で自立した状態としておき
、上方から着用者の脚を入れることができれば、着用者や介助者がおむつの装着動作を無
理なく行うことが可能となり、防漏壁の潰れや位置ずれを抑制しやすくなる。しかし、通
常の場合、パンツ型使い捨ておむつは不織布等の柔軟なシート部材を用いて形成されてい
るため、床等の平面に自立させることは難しい。
【０００６】
　本発明は、上記のような従来の問題に鑑みてなされたものであって、その目的は、平面
上で自立させることが可能なパンツ型使い捨ておむつを提供することにある。
ことにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するための主たる発明は、縦方向と、前記縦方向に交差する横方向と、
を有し、液吸収性の吸収体と、前記吸収体の長手方向の一端側に配置され、着用する際に
着用者の腹側に位置する腹側胴回り部と、前記吸収体の前記長手方向の他端側に配置され
、着用する際に前記着用者の背側に位置する背側胴回り部と、を備えたパンツ型使い捨て
おむつであって、前記吸収体には、前記横方向において所定の間隔を有しつつ、前記長手
方向に沿って他の領域よりも剛性が高くなった一対の高剛性部が設けられており、前記横
方向における前記吸収体の外側に、前記長手方向に沿った一対の防漏壁を有し、前記防漏
壁は、厚さ方向の一方側の面同士が接合された接合部を有する、ことを特徴とするパンツ
型使い捨ておむつである。
　本発明の他の特徴については、本明細書及び添付図面の記載により明らかにする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、平面上で自立させることが可能なパンツ型使い捨ておむつを提供する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】展開且つ伸長状態であるおむつ１の平面図である。
【図２】おむつ１を腹側から見た概略斜視図である。
【図４】展開且つ伸長状態である吸収性本体１０の概略平面図である。
【図３】図３Ａは、図１中のＡ－Ａ概略断面図である。図３Ｂは、図１Ａ中のＢ－Ｂ概略
断面図である。図３Ｃは、図１Ａ中のＣ－Ｃ概略断面図である。
【図５】展開且つ伸長状態である防漏壁５０の平面図である。
【図６】図３Ｃの領域Ｄについて拡大して表す概略断面図である。
【図７】排泄が行われる前のおむつ１の着用状態について説明する図である。
【図８】排泄が行われた後のおむつ１の着用状態について説明する図である。
【図９】おむつ１が自立した状態を表す斜視図である。
【図１０】おむつ１が自立した状態を横から見た側面図である。
【図１１】おむつ１を自立させた状態で前後方向から見た場合における、吸収体１１及び
防漏壁５０の状態について表した概略断面図である。
【図１２】おむつ１を自立させた状態で横方向（左右方向）から見た場合における、吸収
体１１及び防漏壁５０の状態について表した概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本明細書及び添付図面の記載により、少なくとも以下の事項が明らかとなる。
　縦方向と、前記縦方向に交差する横方向と、を有し、液吸収性の吸収体と、前記吸収体
の長手方向の一端側に配置され、着用する際に着用者の腹側に位置する腹側胴回り部と、
前記吸収体の前記長手方向の他端側に配置され、着用する際に前記着用者の背側に位置す
る背側胴回り部と、を備えたパンツ型使い捨ておむつであって、前記吸収体には、前記横
方向において所定の間隔を有しつつ、前記長手方向に沿って他の領域よりも剛性が高くな
った一対の高剛性部が設けられており、前記横方向における前記吸収体の外側に、前記長
手方向に沿った一対の防漏壁を有し、前記防漏壁は、厚さ方向の一方側の面同士が接合さ
れた接合部を有する、ことを特徴とするパンツ型使い捨ておむつ。
【００１１】
　このようなパンツ型使い捨ておむつによれば、吸収体が横方向に略円弧状に変形する際
に、一対の高剛性部に挟まれた横方向中央領域は平面形状を保つことが可能となり、当該
横方向中央領域の平面部分を床等の平面上に設置することで、おむつが自立しやすくなる
。そして、吸収体の横方向両外側から上方に起立する防漏壁の長手方向に沿って接合部が
形成され、当該接合部における剛性が高くなっていることによって防漏壁が起立した状態
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で支持されため、おむつ１が横方向及び前後方向に倒れにくくなる。これにより、おむつ
を平面上で安定して自立させることが可能となる。
【００１２】
　かかるパンツ型使い捨ておむつであって、前記高剛性部は、前記吸収体の前記長手方向
における中央位置を含む或る領域に、非連続部を有している、ことが望ましい。
【００１３】
　このようなパンツ型使い捨ておむつによれば、おむつ着用時に着用者の股下の位置に当
たる吸収体の長手方向中央部において、高剛性部が非連続とされているため、吸収体が前
後方向に円弧状（Ｕ字型）に変形する際に、高剛性部に沿って伝播する力（吸収体を曲げ
る力）が非連続部において遮断される。したがって、当該非連続部が形成されている長手
方向中央部では、吸収体が曲げられにくくなり、平面形状が維持されやすくなる。これに
より、当該平面形状部分を床等の平面上に設置することで、おむつをより自立させやすく
なる。
【００１４】
　かかるパンツ型使い捨ておむつであって、前記長手方向における、前記接合部の前記長
手方向の背側端と、前記パンツ型使い捨ておむつの前記長手方向における中央位置との間
の距離は、前記長手方向における、前記接合部の前記長手方向の腹側端と、前記パンツ型
使い捨ておむつの前記長手方向における中央位置との間の距離よりも短い、ことが望まし
い。
【００１５】
　このようなパンツ型使い捨ておむつによれば、接合部によって防漏壁の剛性が高くなっ
ている部分が背側において短いため、おむつの脚回り開口の背側領域における支持が腹側
領域における支持よりも弱くなる。一般に、着用者の臀部側を覆う背側胴回り部の面積は
、腹側胴回り部の面積より大きいため、おむつは背側において重量が大きくなり、おむつ
を自立させようとすると背側に転がるように倒れやすい。これに対して、背側領域におけ
る支持を腹側領域における支持よりも弱くすることによって、吸収体の腹側領域と比較し
て吸収体の背側領域がより変形しやすくなり、該吸収体の背側領域が平面状に変形するこ
とにより、おむつが背側に倒れることを効果的に抑制しやすくなる。
【００１６】
　かかるパンツ型使い捨ておむつであって、前記吸収体は、前記長手方向における前記吸
収体の両端部の間に括れ部を有し、前記括れ部は、少なくとも前記吸収体の前記長手方向
における中央位置において前記横方向における幅が最も狭くなっている幅狭部を有する、
ことが望ましい。
【００１７】
　このようなパンツ型使い捨ておむつによれば、吸収体の長手方向について、幅狭部が形
成されている中央領域において、該吸収体の剛性が他の領域よりも低くなっているため、
中央領域を床等の平面上に置いたとき（平面に接地させたとき）に、当該中央領域が床等
の平面に沿って変形しやすくなる。これにより、吸収体の中央領域が平面形状になりやす
く、おむつを自立させやすくすることができる。
【００１８】
　かかるパンツ型使い捨ておむつであって、前記縦方向において、前記高剛性部と、前記
吸収体の前記幅狭部とが重複する部分を有する、ことが望ましい。
【００１９】
　このようなパンツ型使い捨ておむつによれば、吸収体のうち、横方向において一対の高
剛性部に挟まれた領域では、両側を高剛性部によって支持されることにより、折れ曲がり
変形の基点が形成されにくく、吸収体の表面に皺が生じたり吸収体が撚れたりしにくい。
したがって、平面形状に変形した吸収体の幅狭部と、高剛性部とが重複している領域では
、吸収体が平面形状を安定して維持しやすく、おむつを自立させやすい。
【００２０】
　かかるパンツ型使い捨ておむつであって、前記縦方向において、前記接合部と、前記吸
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収体の前記幅狭部とが重複する部分を有する、ことが望ましい。
【００２１】
　このようなパンツ型使い捨ておむつによれば、おむつを自立させたときに、幅狭部の縦
方向の上方に折り込み接合部が配置されていることとなる。したがって、幅狭部の横方向
両側において、この折り込み接合部によって防漏壁の起立状態が維持されやすくなる。こ
れにより、起立した一対の防漏壁の間で吸収体が平面形状を保ちやすくなり、平面上に置
いたおむつを倒れにくくすることができる。
【００２２】
　かかるパンツ型使い捨ておむつであって、前記長手方向の背側には、前記横方向に伸縮
する脚回り弾性部材が配置されており、前記脚回り弾性部材は、前記横方向の中央部にお
いて、前記吸収体と厚さ方向に重複するように前記横方向に沿って配置された直線部と、
前記直線部の前記横方向の両側から前記横方向の外側かつ前記長手方向の背側に湾曲して
配置された湾曲部と、を備え、前記防漏壁と前記脚回り弾性部材とは前記厚さ方向に交差
する部分を有する、ことが望ましい。
【００２３】
　このようなパンツ型使い捨ておむつによれば、脚回り弾性部材の収縮力が作用すること
によって、腹側胴回り部と比較して面積の大きい背側胴回り部が、前後方向の背側に過度
に出っ張るのが抑制される。したがって、おむつを平面上に置いたときに、背側胴回り部
と腹側胴回り部とで重心のバランスが偏りにくくなり、おむつを安定して自立させやすく
することができる。
【００２４】
　かかるパンツ型使い捨ておむつであって、前記接合部と前記脚回り弾性部材とは前記厚
さ方向に交差する部分を有する、ことが望ましい。
【００２５】
　このようなパンツ型使い捨ておむつによれば、背側脚回り弾性部材による横方向の収縮
力と、接合部に設けられた弾性部材による長手方向の収縮力とが互いに作用し合い、背側
胴回り部が横方向内側に収縮しやすくなると共に、長手方向の内側（腹側）に引っ張られ
る。これにより、腹側胴回り部と比較して面積が大きく重量の重い背側胴回り部が、横方
向及び長手方向について周囲を支持されるような状態となる。したがって、おむつを平面
上に置いたときに、該おむつが後側（背側）に倒れてしまうことが抑制され、おむつを自
立させやすくすることができる。
【００２６】
　かかるパンツ型使い捨ておむつであって、前記吸収体は、前記長手方向における前記吸
収体の両端部の間に括れ部を有し、前記一対の接合部は、前記厚さ方向においてそれぞれ
前記吸収体と重複しておらず、前記横方向において、前記一対の接合部の間隔は、前記吸
収体の前記長手方向の両端部における長さよりも短い、ことが望ましい。
【００２７】
　このようなパンツ型使い捨ておむつによれば、吸収体の括れ部内の領域に接合部が形成
されることにより、当該領域において接合部によって防漏壁が折り重ねられ、防漏壁の起
立高さが高くなり過ぎないようにすることができる。また、接合部が吸収体と重複してい
ないことにより、着用時において剛性の高い接合部が着用者の身体（肌側）に押し付けら
れにくくなり、おむつ着用時における肌触りの悪化を抑制できる。
【００２８】
　＝＝＝実施形態＝＝＝
　＜おむつ１の基本構成＞
　本実施形態で扱う吸収性物品の一例として、パンツ型使い捨ておむつ１（以下、「おむ
つ１」とも呼ぶ）の基本的な構成について説明する。図１は、展開且つ伸長状態であるお
むつ１の平面図である。図２は、おむつ１を腹側から見た概略斜視図である。図３Ａは、
図１中のＡ－Ａ概略断面図であり、図３Ｂは、図１Ａ中のＢ－Ｂ概略断面図であり、図３
Ｃは、図１Ａ中のＣ－Ｃ概略断面図である。なお、図１における「伸長状態」とは、製品
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（おむつ１）を皺なく伸長させた状態、具体的には、おむつ１を構成する各部材（例えば
、後述するバックシート３０等）の寸法がその部材単体の寸法と一致又はそれに近い長さ
になるまで伸長した状態のことを言う。
【００２９】
　このおむつ１は、図２のパンツ型状態において、互いに直交する三方向として縦方向と
横方向と前後方向とを有している。そして、以下では、このパンツ型状態における縦方向
の一方側及び他方側のことを、それぞれ「胴回り開口側」及び「股下側」とも言い、また
、前後方向の前側及び後側のことを、それぞれ「腹側」及び「背側」とも言う。
【００３０】
　一方、図１の展開状態においては、おむつ１は、互いに直交する三方向として長手方向
と幅方向とを有している。そして、以下では、この展開状態における長手方向の一方側及
び他方側のことを、それぞれ「腹側」及び「背側」とも言う。なお、展開状態における上
記の幅方向は、パンツ型状態における上記の横方向と同じ方向である。そのため、以下で
は、幅方向のことを「横方向」とも言う。また、展開状態の長手方向は、パンツ型状態の
縦方向に沿った方向である。また、図３に示すように、縦方向（長手方向）及び横方向（
幅方向）と直交する方向を「厚さ方向」とし、着用対象者の肌と当接する側を「肌側」と
し、その反対側を「非肌側」とする。
【００３１】
　また、おむつ１は、図１に示すように、長手方向において腹側胴回り部３と、背側胴回
り部４と、股下部５とを有する。腹側胴回り部３は、おむつ１の着用時において着用者の
腹側に位置する部分である。背側胴回り部４は、おむつ１の着用時において着用者の背側
に位置する部分である。そして、腹側胴回り部３と背側胴回り部４との間に股下部５が設
けられる。
【００３２】
　本実施形態のおむつ１は、吸収性本体１０と、トップシート２０と、バックシート３０
と、防漏壁５０と、を有する。そして、図１の展開状態から、吸収性本体１０の長手方向
（縦方向）の所定位置ＣＬ１０を折り位置として同吸収性本体１０が二つ折りされるとと
もに、この二つ折りの状態において互いに対向する腹側胴回り部３及び背側胴回り部４が
腹側サイドエッジ部３ｅｓ及び背側サイドエッジ部４ｅｓにて溶着等で接合されると、こ
れら胴回り部３，４同士が環状に繋がって、これにより、図２に示すような胴回り開口Ｂ
Ｈ及び一対の脚回り開口ＬＨ，ＬＨが形成されたパンツ型状態のおむつ１となる。
【００３３】
　図４は、展開且つ伸長状態である吸収性本体１０の概略平面図である。吸収性本体１０
は、尿等の排泄物を吸収する機能を有し、図１及び図４に示されるように平面視略長方形
をなし、その長手方向をおむつ１の縦方向に沿わせつつ横方向の中央に配置されている。
吸収性本体１０は、液吸収性の吸収体（吸収性コア）１１と、同吸収体１１の外周面を被
覆するコアラップシート１２と、を有する。また、図４のように、吸収性本体１０を展開
且つ伸長状態として厚さ方向（肌側）から見たときに、該吸収性本体１０の横方向の両側
には、一対の防漏壁５０が設けられている。防漏壁５０の詳細については後で説明する。
【００３４】
　吸収体１１は、パルプ繊維等の液体吸収性繊維を所定形状に成形したものであり、その
内部には高吸収性ポリマー（所謂ＳＡＰ）等が混入されている。本実施形態において、吸
収体１１は平面視略砂時計形状であり、長手方向の中央部が横方向の内側に凹んだ括れ部
１１ｃを有している。すなわち、吸収体１１は、吸収体１１の長手方向の腹側端部１１ｅ
ａ及び背側端部１１ｅｂよりも横方向の寸法が小さい括れ部１１ｃを、長手方向の両端部
１１ｅａ，１１ｅｂの間の領域に有している。そして、括れ部１１ｃは、長手方向の中央
領域に、横方向の寸法が小さい幅狭部１１ｓを有している。本実施形態では、図４のよう
に、長手方向の中央位置ＣＬ１０を含む所定の領域において、吸収体１１の横方向の幅が
最も狭くなっており、当該領域形に幅狭部１１ｓが形成されている。コアラップシート１
２は、吸収体１１の外周面を被覆する液透過性のシート部材であり、ティッシュペーパー
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や不織布等を使用可能である。
【００３５】
　吸収体１１の長手方向において括れ部１１ｃが設けられている領域には、一対の高剛性
部１１０が形成されている。高剛性部１１０は、吸収体１１の表面を肌側もしくは非肌側
から圧搾すること等によって形成される圧搾部であり、吸収体１１の他の部分（すなわち
、高剛性部１１０が形成されていない部分）よりも剛性が高く、かつ、厚さが薄くなって
いる。本実施形態では、図４に示されるように、横方向に所定の間隔を有する一対の高剛
性部１１０が長手方向に沿って所定の長さで形成されている。また、高剛性部１１０は長
手方向の中央部において、非連続部１１０ｇを有している。非連続部１１０ｇでは、吸収
体１０の表面が圧搾されておらず、剛性が高くなっていない。図４の例では、長手方向に
おいて中央位置ＣＬ１０を中心とした長さＬ１１０ｇの範囲がこの非連続部１１０ｇとな
っている。また、高剛性部１１０は、非連続部１１０ｇを挟んでそれぞれ長手方向にＬ１
１０の長さを有する。
【００３６】
　トップシート２０は、吸収性本体１０の厚さ方向の肌側面に配置され、おむつ１の着用
時に着用者の肌と当接する液透過性のシート部材（内層シート）である。本実施形態のト
ップシート２０は、例えば、エアスルー不織布やスパンボンド不織布等によって形成され
る。
【００３７】
　バックシート３０は、吸収性本体１０の厚さ方向の非肌側に配置され、おむつ１の外層
を構成するシート部材（外層シート）である。本実施形態において、バックシート３０は
、バックフィルム３１と、上側外層シート３２及び下側外層シート３３とを有する。バッ
クフィルム３１は、吸収性本体１０の非肌側に配置された液不透過性かつ透湿性のシート
部材であり、例えば樹脂フィルムによって形成される。バックフィルム３１が設けられる
ことによって、吸収性本体１０によって吸収された尿等の水分が着用者の衣服側に移動（
浸透）することが抑制される。
【００３８】
　上側外層シート３２及び下側外層シート３３は、厚さ方向に重ねられつつバックフィル
ム３１の非肌側に配置される柔軟なシート状部材であり、例えばスパンボンド不織布等に
よって形成される。上側外層シート３２及び下側外層シート３３は、少なくとも腹側胴回
り部３及び背側胴回り部４において共に同じ形状であり、全体としては図１に示されるよ
うな略砂時計形状を有している。すなわち、バックシート３０は、腹側胴回り部３と背側
胴回り部４との間で長手方向の中央部（股下部５）が横方向の内方に凹んだ括れ部３０ｃ
を有している。
【００３９】
　また、上側外層シート３２及び下側外層シート３３の厚さ方向の間には、糸ゴム等の弾
性部材が設けられている。本実施形態では、図１に示されるように、おむつ１の腹側胴回
り部３（腹側サイドエッジ部３ｅｓ，３ｅｓの間の領域）において、複数の腹側胴回り弾
性部材３５ａが所定の伸長倍率で横方向に伸長された状態で上側外層シート３２と下側外
層シート３３との間に挟まれて接合されている。この腹側胴回り弾性部材３５ａによって
、おむつ１の腹側胴回り部３に横方向の伸縮性が付与される。同様に、おむつ１の背側胴
回り部４（背側サイドエッジ部４ｅｓ，４ｅｓの間の領域）において、複数の背側胴回り
弾性部材３５ｂが所定の伸長倍率で横方向に伸長された状態で上側外層シート３２と下側
外層シート３３との間に接合されている。この背側胴回り弾性部材３５ｂによって、おむ
つ１の背側胴回り部４に横方向の伸縮性が付与される。
【００４０】
　なお、弾性部材の「伸長倍率」とは、以下のように定義される。伸長倍率＝（伸長状態
の弾性部材の長さ）÷（自然状態の弾性部材の長さ）。本明細書において、かかる伸長倍
率は、例えば、次のように測定されるものとする。背側胴回り部材のギャザーの配置領域
を切り出す。切り出した後ギャザーのサンプルの伸長率を測定し、弾性部材の伸長率を計
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測する。切り出した各サンプルについて、２０℃±２℃、相対湿度６０％±５％ＲＨの雰
囲気下において６０分間放置し、伸縮方向に沿ってサンプルの長さを測定する。この長さ
を、「自然状態の弾性部材の長さ」とする。自然状態における所望領域の伸縮方向におけ
る長さ、及び、自然状態から弾性部材による皺がサイドシート上に目視にて確認できない
状態まで延伸した時の所望領域の伸縮方向における長さを測定する。この長さを、「伸長
状態の弾性部材の長さ」とする。これら測定結果を用い、上述の式にて算出することで伸
長倍率が測定される。
【００４１】
　また、背側胴回り部４には複数の背側脚回り弾性部材３５ｌｇが設けられている。背側
脚回り弾性部材３５ｌｇは、背側胴回り部４の長手方向の内側の領域（吸収体１１の長手
方向の中央寄りの位置）から括れ部３０ｃに沿って湾曲して配置されている。具体的に言
えば、背側脚回り弾性部材３５ｌｇは、図１に示されるように、横方向の中央部（吸収体
１１が配置されている領域）において横方向に沿って配置された直線部３５ｌｇｓと、直
線部３５ｌｇｓの横方向の両側から、横方向の外側に向かって斜め上方に湾曲して配置さ
れた湾曲部３５ｌｇｃと、を有する。そして、直線部３５ｌｇｓと湾曲部３５ｌｇｃとは
、それぞれ異なる伸長倍率で伸長された状態で上側外層シート３２と下側外層シート３３
との間に接合されている。
【００４２】
　本実施形態では、直線部３５ｌｇｓにおける伸長倍率が背側胴回り弾性部材３５ｂの伸
長倍率よりも低くなるように背側脚回り弾性部材３５ｌｇが配置されている。直線部３５
ｌｇｓは、横方向の中央部において吸収体１１（吸収性本体１０）と重複する部分を有し
ていることから、伸長倍率を低くすることによって、吸収体１１が横方向に過度に収縮す
ることを抑制することができる。なお、直線部３５ｌｇｓの横方向の位置によって伸長倍
率が異なっていても良い。例えば、直線部３５ｌｇｓのうち横方向中央部における伸長倍
率が横方向両端部における伸長倍率より低くなっていても良い。これにより、直線部３５
ｌｇｓにおける応力に勾配が生じ、フィット性を損なうことなく吸収体１１の収縮を抑制
することができる。
【００４３】
　一方、湾曲部３５ｌｇｃにおける伸長倍率は、背側胴回り弾性部材３５ｂの伸長倍率よ
りも高くなるように配置されている。湾曲部３５ｌｇｃは、おむつ１の背側において括れ
部３０ｃに沿って配置されているが、この領域は、おむつ１の着用時に着用者の臀部に当
接し、着用者が脚を動かすことによって位置ずれが生じやすい部分である。そこで、湾曲
部３５ｌｇｃの伸長倍率を高くすることによって、収縮力を強くして位置ずれを生じにく
くしている。また、脚回り開口ＬＨの近隣においてバックシート３０の収縮量が大きくな
るため、バックシート３０が着用者の臀部の丸みに沿った形状に変形しやすくなり、フィ
ット性を高めることができる。なお、直線部３５ｌｇｓと同様に、湾曲部３５ｌｇｃの横
方向で伸長倍率が異なっていても良い。例えば、湾曲部３５ｌｇｃにおいて、横方向の内
側よりも外側の方が伸長倍率を高くしても良い。
【００４４】
＜防漏壁５０について＞
　次に、防漏壁５０について説明する。防漏壁５０は、吸収性本体１０の横方向両側にお
いて、吸収性本体１０の長手方向（おむつ１の縦方向）に沿って配置され、おむつ１の着
用時には吸収性本体１０の側端部から起立して、排泄物がおむつ１の外側に漏出（横漏れ
）するのを抑制する。図５は、展開且つ伸長状態である防漏壁５０の平面図である。図６
は、図３Ｃの領域Ｄについて拡大して表す概略断面図である。なお、図６では説明の便宜
上厚さ方向における縮尺を変形して表している。
【００４５】
　防漏壁５０は、図５に示されるような矩形状のシート部材５０ｓを、長手方向（縦方向
）に沿った折り曲げ線ｆ１～ｆ３にて横方向に折り畳むことによって形成される。防漏壁
５０を形成するシート部材５０ｓとしては、例えば不織布等、柔軟性を有するシート部材
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を使用することができる。また、防漏壁５０には、長手方向に伸縮可能な糸ゴム等の防漏
壁弾性部材５５が複数設けられている。図５の例では、それぞれ長手方向に沿った６本の
防漏壁弾性部材５５１～５５６が横方向の外側から内側に向かって並んで配置されている
。防漏壁弾性部材５５１～５５６はそれぞれ長手方向に所定の伸長倍率で伸長された状態
で防漏壁５０に接合されている。この防漏壁弾性部材５５によって防漏壁５０に長手方向
に沿った伸縮性が付与され、おむつ１着用時に防漏壁５０を起立させる。
【００４６】
　防漏壁弾性部材５５は、図１及び図５において破線で示された範囲において伸縮性を発
現している。なお、図１及び図５において破線で示された範囲よりも長手方向（縦方向）
の外側の領域に伸縮性を発現していない防漏壁弾性部材５５が存在していても良い。また
、防漏壁弾性部材５５の数量やその配置は図５に示される限りではなく、おむつ１の使用
に応じて適宜変更可能である。
【００４７】
　図５に示される展開状態において、防漏壁５０（シート部材５０ｓ）の横方向の内側端
部５０ｅｉは、厚さ方向において吸収性本体１０と防漏フィルム３１（バックシート３０
）との間に接合・固定されている。一方、防漏壁５０（シート部材５０ｓ）の横方向の外
側端部５０ｅоは吸収性本体１０の横方向外側に張り出している。この状態で、外側端部
５０ｅоが折り曲げ線ｆ１を基点として横方向の内側に折り曲げられ、防漏壁弾性部材５
５１～５５６を間に挟んだ状態でシート部材５０ｓ同士が厚さ方向に重ねられ、互いに接
合される。なお、横方向に複数並んで設けられている防漏壁弾性部材５５のうち、最も外
側の弾性部材（図５では防漏壁弾性部材５５１）は、折り曲げ線ｆ１の横方向位置に揃え
て配置されている。
【００４８】
　続いて、シート部材５０ｓが折り曲げ線ｆ２を基点として厚さ方向の非肌側かつ横方向
の内側に折り曲げられる。折り曲げ線ｆ２の横方向位置は、防漏壁弾性部材５５５の横方
向位置とほぼ同じ位置である。続いて、シート部材５０ｓが折り曲げ線ｆ３を基点として
厚さ方向の肌側かつ横方向の内側に折り曲げられる。これにより、図３及び図６に示され
るような略Ｓ字状に折り曲げられた防漏壁５０が形成される。なお、図６の場合、折り曲
げ線ｆ３の位置が防漏壁５０を起立させる際の基部５０ｒｐとなる。
【００４９】
　防漏壁５０は、シート部材５０ｓが横方向の一方側から他方側へ折り返されることによ
り、厚さ方向の最も肌側に天面部５１が形成されている。天面部５１は、折り曲げ線ｆ１
と折り曲げ線ｆ２との間において横方向に所定の幅を有する領域であり、該天面部５１に
は、防漏壁弾性部材５５１～５５５が設けられている。また、天面部５１の厚さ方向の非
肌側には下面部５２が形成されている。下面部５２は、折り曲げ線ｆ２と折り曲げ線ｆ３
との間において横方向に所定の幅を有する領域であり、該下面部５２には、防漏壁弾性部
材５５５～５５６が設けられている。なお、防漏壁弾性部材５５５は上述したように横方
向について折り曲げ線ｆ２とほぼ同じ位置に配置されていることから、天面部５１及び下
面部５２の両方に設けられているものとする。
【００５０】
　そして、防漏壁５０では、天面部５１及び下面部５２の一部の領域が折り込み接合部６
１を介して厚さ方向に接合されている。すなわち、折り込み接合部６１によって防漏壁５
０（シート部材５０ｓ）の厚さ方向の一方側の面同士が接合されている。以下、防漏壁５
０において折り込み接合部６１が形成されている部分よりも横方向の内側の領域を折り込
み部５３とも呼ぶ。本実施形態では、天面部５１（下面部５２）の横方向内側の領域に、
図６の斜線部で示される折り込み接合部６１が設けられ、折り込み部５３が形成されてい
る。なお、折り込み接合部６１はホットメルト接着剤等の接着剤を用いた接着手段や、エ
ンボス加工等の圧着手段を用いて形成されている。なお、折り込み接合部６１は図６の様
に折り込み部５３の横方向の全体に亘って形成されている必要はなく、例えば、横方向の
内側端（図６で折り曲げ線ｆ２の位置）において折り込み接合部６１が形成されていなく
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ても良い。言い換えると、折り込み接合部６１が、防漏壁５０の天面部の横方向内側端か
ら所定の距離だけ離間して形成されているのであっても良い。
【００５１】
　折り込み接合部６１は、図４で示されるように、長手方向の中央位置ＣＬ１０から長手
方向の腹側端までの長さがＬ６１ａであり、長手方向の中央位置ＣＬ１０から長手方向の
背側端までの長さがＬ６１ｂである。すなわち、折り込み接合部６１は、長手方向中央位
置ＣＬ１０よりも腹側が長く、背側が短くなるように形成されている（Ｌ６１ａ＞Ｌ６１
ｂ）。
【００５２】
　一方、折り込み接合部６１が設けられていない横方向外側の領域では、天面部５１と下
面部５２とが接合されておらず、両者は厚さ方向に離脱可能である。以下、天面部５１の
うち、折り込み接合部６１が設けられている部分よりも横方向の外側を単層部５４とも呼
ぶ。なお、ここで言う「単層」とは、天面部５１のみからなる層であることを意味し、天
面部５１自体は図６のような複層構造であっても良い。
【００５３】
　折り込み接合部６１の長手方向の外側の領域には、折り込み接合部６１が設けられてい
ない。すなわち、防漏壁５０のうちの、長手方向において折り込み接合部６１よりも一方
側の領域及び他方側の領域では、防漏壁５０（シート部材５０ｓ）の厚さ方向の一方側の
面同士が接合されていない非接合部６２を有する。この非接合部６２では、図３Ｂに示さ
れるように防漏壁５０の天面部５１及び下面部５２が接合されていないため、折り込み部
５３は形成されておらず、天面部５１の横方向の全領域が単層部となる。なお、図１では
折り込み接合部６１の長手方向の両外側に非接合部６２が設けられているが、長手方向の
一方側にのみ非接合部６２が設けられているのであっても良い。
【００５４】
　また、防漏壁５０の長手方向の両端部には、エンド接合部６３が設けられている。エン
ド接合部６３では、図３Ａの斜線部で示されるように、防漏壁５０の天面部５１と下面部
５２とが接合されると共に、下面部５２とトップシート２０とが接合されている。これに
より、防漏壁５０の長手方向の端部において天面部５１及び下面部５２がトップシート２
０の肌側面に固定される。なお、図１に示されるように、エンド接合部６３は折り込み接
合部６１よりも横方向の外側に配置されており、これにより、天面部５１の横方向外側端
部が捲り上がってしまうことが抑制される。
【００５５】
＜おむつ１着用時における防漏壁５０の機能＞
　本実施形態のおむつ１では、防漏壁５０を上述した略Ｓ字状の折り曲げ構造（図６参照
）とすることで、排泄が行われた場合であっても着用者に不快感を与えにくくしつつ、股
間部に隙間が生じることを抑制することができる。図７は、排泄が行われる前のおむつ１
の着用状態について説明する図である。図８は、排泄が行われた後のおむつ１の着用状態
について説明する図である。
【００５６】
　図７に示されるおむつ１の着用状態では、防漏壁５０のうち、肌側に配置された天面部
５１が着用者の身体と当接する。すなわち、天面部５１の全体が着用者の身体に対して面
接触するように配置される。天面部５１のうち折り込み部５３は、天面部５１と下面部５
２とが積層された状態で折り込み接合部６１によって接合されていることにより剛性が高
くなっている。そのため、折り込み部５３に防漏壁弾性部材５５５及び５５６による収縮
力が作用すると、該折り込み部５３は面形状を維持したまま、着用者の身体にしっかりと
押し当てられる。このとき一対の防漏壁５０の横方向の間隔（横方向における折り込み部
５３，５３の間の距離）をＷ５０とする。一方、天面部５１のうち、折り込み接合部６１
よりも横方向外側の単層部５４には、折り込み接合部６１よりも横方向内側よりも多くの
防漏壁弾性部材５５１～５５４が設けられている。この単層部５４は、折り込み部５３よ
りも剛性が低いため自由に変形しやすい。そのため、単層部５４に配置された防漏壁弾性
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部材５５１～５５４による収縮力が作用すると、該単層部５４は身体の凹凸に応じた曲面
を形成しながら着用者の肌側に押し当てられる。また、複数の防漏壁弾性部材５５１～５
５４によって、単層部５４が捲れてしまうこと等が効果的に抑制される。
【００５７】
　これにより、防漏壁５０の天面部５１の全体を着用者の身体に面でピタッとフィットさ
せることができる。また、天面部５１が着用者の身体と面接触しているため、複数の防漏
壁弾性部材５５１～５５６による収縮力が分散されて天面部５１全体として着用者の肌に
作用する面圧を大きくしている。したがって、複数の防漏壁弾性部材５５１～５５６（例
えば糸ゴム）による収縮力が着用者の肌に対して個々に作用するような場合と比較して、
局所的に圧力が高くなることが抑制され、おむつ１の付け心地が悪化するのを抑え、かつ
、着用者の肌を傷つけにくくなる。
【００５８】
　なお、本実施形態では、折り込み部５３のうち、下面部５２に少なくとも１本の防漏壁
弾性部材５５６が設けられている（図６参照）。該防漏壁弾性部材５５６が収縮すること
により下面部５２と天面部５１とが同時に着用者の肌側に押し上げられるため、折り込み
部５３が面形状を維持した状態で着用者の肌と当接（面接触）しやすくなる。
【００５９】
　図７の状態で、おむつ１に排泄が行われると、吸収体１１が尿等を吸収して重量が重く
なり、下方側に垂れ下がるように移動しようとする。しかし、本実施形態のおむつ１では
、折り込み部５３及び単層部５４に設けられた複数の弾性部材の収縮力によって天面部５
１を上方側（着用者の肌側）に押し上げる力が生じており、吸収体１１の重量増加によっ
て防漏壁５０が下側に引っ張られる力に対する抗力となる。また、天面部５１が着用者の
肌と面接触していることから、接触面における摩擦が大きく、該天面部５１の位置ずれが
生じにくい。したがって、一対の防漏壁５０の横方向の間隔Ｗ５０は排泄の前後で変動し
にくい。これらのことから、図８のように防漏壁５０の天面部５１が着用者の肌に当接し
た状態が維持されやすく、おむつ１の脚回り部に隙間が生じる等の問題が生じにくくなる
。
【００６０】
　また、吸収体１１の垂れ下がりは、防漏壁５０の起立部分が高いほど生じやすくなる。
すなわち、図８に示されるように、吸収体１１の横方向外側端部から防漏壁５０が着用者
の肌と当接する部分までの距離Ｌ２が長いほど、吸収体１１が下方側に垂れ下がりやすく
なる。これに関して、おむつ１の防漏壁５０では、折り込み接合部６１の横方向外側端部
を基点として防漏壁５０が横方向内側に折れ曲がり、さらに防漏壁弾性部材５５５の位置
（折り曲げ線ｆ２）で横方向外側に折り返され、折り込み部５３が形成されている。この
折り込み部５３によって防漏壁５０の一部が折り重ねられることによって、防漏壁５０の
起立部分の距離Ｌ２が長くなり過ぎることが抑制され、吸収体１１が下方側に大きく垂れ
下がることが抑制され、着用者に不快感を与えにくくすることができる。
【００６１】
　なお、折り込み接合部６１（折り込み部５３）は、図１及び図４に示されるように、長
手方向において吸収体１１の括れ部１１ｃの領域中に形成されている。言い換えると、横
方向の両側に形成されている一対の折り込み接合部６１は、厚さ方向において吸収体１１
とそれぞれ重複しておらず、かつ、横方向における一対の折り込み接合部６１の間隔は、
横方向における吸収体１１の縦方向両端部の長さ（幅）よりも狭い。吸収体１１のうち括
れ部１１ｃが形成されている領域では吸収体１１の横方向端部から防漏壁５０の起立基部
５０ｒｐまでの距離が長くなるため（図６参照）、その分吸収体１１の垂れ下がりが生じ
やすくなる。そこで、当該領域において防漏壁５０に折り込み接合部６１を設け、折り込
み部５３にて防漏壁５０を折り重ねることにより、距離Ｌ２をなるべく短くして吸収体１
１の垂れ下がりを効果的に抑制できるようにしている。さらに、折り込み接合部６１が、
厚さ方向において吸収体１１と重複しないように形成されることにより、防漏壁５０のう
ち折り込み接合部６１によって剛性が高くなった部分が、吸収体１１によって着用者の身
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体（肌側）に押し付けられてしまうことが抑制される。これにより、おむつ１着用時にお
ける肌触りの悪化を抑制できる。
【００６２】
＜おむつ１の自立について＞
　防漏壁５０を有するおむつ１を着用者に着用させる際には、着用者を立たせた状態で、
胴回り開口ＢＨの上側から脚回り開口ＬＨへ脚を通し、おむつ１を着用者の股下に引き上
げるようにして履かせることが望ましい。このようにすれば、おむつ１の装着動作におい
て防漏壁５０が潰れたりよれたりしにくく、図７で説明したように、防漏壁５０の天面部
５１を着用者の肌にピタッとフィットさせやすくなる。本実施形態のおむつ１は、床等の
平面上に置いたときに自立することが可能な構造を有しており、おむつ１を床等に自立さ
せた状態で、着用者が上側から脚を通して容易に着用できるようにしている。以下、おむ
つ１の自立について説明する。
【００６３】
　一般に、パンツ型使い捨ておむつは不織布等の柔軟な部材で形成されているため、床等
の上に置くと、倒れたり潰れたりして自立させることが難しい。これに対して、本実施形
態のおむつ１は、吸収体１１に設けられた高剛性部１１０及び防漏壁５０に設けられた折
り込み接合部６１の作用により、床等の上に置いた状態で、胴回り開口ＢＨを上方に向け
て自立させることができる。
【００６４】
　図９は、おむつ１が自立した状態を表す斜視図である。図１０は、おむつ１が自立した
状態を横から見た側面図である。パンツ型に形成されたおむつ１では、吸収体１１が、図
１で示される平面状態から、横方向及び前後方向に略円弧状に曲げられて、着用者の股間
を覆うカップ型に変形している。この状態から図９及び図１０のように、股下部５を下側
にしておむつ１を床等の平面上に置くと、股下部５が平面と接地する領域において吸収体
１１の一部が平面を形成し、おむつ１を支える土台として機能する。
【００６５】
　図１１は、おむつ１を自立させた状態で前後方向から見た場合における、吸収体１１及
び防漏壁５０の状態について表した概略断面図である。同図１１において、吸収体１１の
横方向両端部１１ｅｓが上方に湾曲しているのに対して、吸収体１１の横方向において一
対の高剛性部１１０の間に挟まれた部分である横方向中央部１１ｃｓは平面形状を保って
いる。これは、吸収体１１が略円弧状に変形する際に、高剛性部１１０の位置が横方向に
おける折れ曲がりの基点となるためであり、高剛性部１１０よりも横方向両外側の端部１
１ｅｓが上方に湾曲しやすくなる。一方、横方向において高剛性部１１０の間に挟まれた
中央部１１ｃｓでは折れ曲がりの基点が形成されにくいため、当該中央部１１ｃｓにおい
て吸収体は折れ曲がったり湾曲したりしにくく、吸収体１１は床等の平面形状に沿った平
面を形成しやすい。そして、吸収体１１自体に剛性により、中央部１１ｃｓにおいて形成
された平面はそのまま平面形状を維持しやすい。
【００６６】
　また図１１において、吸収体１１の横方向外側に設けられた一対の防漏壁５０が、吸収
体１１（吸収性本体１０）の横方向両端部１１ｅｓから上方に向かってそれぞれ起立して
いる。そして、該防漏壁５０の長手方向に沿って折り込み接合部６１が形成されているこ
とにより、防漏壁５０の折り込み部５３の剛性が高くなり、剛性の高い折り込み部５３に
よって支持されることで防漏壁５０が起立状態を維持しやすくなっている。
【００６７】
　このように、吸収体１１の横方向中央部１１ｃｓが平面形状を維持しやすくなる共に、
吸収体１１の両端部１１ｅｓ及び防漏壁５０が図１１のような湾曲形状を維持しやすくな
る。これにより、おむつ１が横方向中央部１１ｃｓを底面としたカップ型の形状に保たれ
やすくなるため、横方向に転倒したり潰れたりすることが抑制される。したがって、おむ
つ１を平面上で安定して自立させることが可能となる。
【００６８】



(14) JP 2017-205157 A 2017.11.24

10

20

30

40

50

　図１２は、おむつ１を自立させた状態で横方向（左右方向）から見た場合における、吸
収体１１及び防漏壁５０の状態について表した概略断面図である。同図１２において、吸
収体１１の腹側端部１１ｅａ及び背側端部１１ｅｂが上方に湾曲しているのに対して、長
手方向の中央部において、高剛性部１１０が非連続となった非連続部１１０ｇに相当する
領域では吸収体１１が平面形状を保っている。パンツ型のおむつ１では、腹側胴回り部３
と背側胴回り部４との間で吸収体１１が略円弧状（Ｕ字型形状）に湾曲して変形する際に
、吸収体１１を湾曲させる力が高剛性部１１０を介して長手方向に伝播する。しかし、こ
の力は、高剛性部１１０と非連続部１１０ｇとの長手方向の境界において遮断され、非連
続部１１０ｇにおいては吸収体１１を前後方向に曲げる力が作用しにくくなる。したがっ
て、吸収体１１のうち長手方向における非連続部１１０ｇの部分が床等に応じた平面を形
成し、該非連続部１１０ｇは前後方向に曲げられることなく平面が維持される。
【００６９】
　また、横方向から見たとき、吸収体１１（吸収性本体１０）の横方向両側から脚回り開
口ＬＨに沿って起立している防漏壁５０の折り込み接合部６１が、吸収体１１の腹側端部
１１ｅａ及び背側端部１１ｅｂの間に架け渡されるように配置されている。したがって、
略円弧状（Ｕ字型形状）に変形した吸収体１１の腹側端部１１ｅａと背側端部１１ｅｂと
の間で、剛性の高い折り込み接合部６１が弓の弦のように作用し、吸収体１１の略円弧状
変形を支持する。これにより、おむつ１が長手方向中央部の非連続部１１０ｇを底面とし
たカップ型の形状に保たれやすくなり、前後方向に転倒したり潰れたりすることが抑制さ
れる。したがって、おむつ１を平面上で安定して自立させやすくなる。
【００７０】
　ところで、本実施形態のおむつ１では着用者の臀部を広く覆うために、おむつ１の長手
方向中心位置ＣＬ１０よりも背側の領域におけるバックシート３０（背側胴回り部４）の
面積が、長手方向中心位置ＣＬ１０よりも腹側の領域におけるバックシート３０（腹側胴
回り部３）の面積よりも大きくなっている。したがって、おむつ１では、背側胴回り部４
の方が腹側胴回り部３よりも重くなり、平面上に自立させようとすると重量の大きい背側
に転がるように倒れやすくなる。
【００７１】
　これに対して、本実施形態では、おむつ１を自立させる際に、防漏壁５０（折り込み接
合部６１）による背側の支持を腹側よりも弱くすることによって、おむつ１が背側に倒れ
てにくくなるようにしている。背側の支持を弱くする具体的な方法としては、図４で説明
したように、防漏壁５０の折り込み接合部６１の長手方向の中央位置ＣＬ１０から腹側端
部までの長さＬ６１ａが、長手方向の中央位置ＣＬ１０から背側端部までの長さＬ６１ｂ
よりも長くなるようにする。すなわち、防漏壁５０のうち剛性が高くなっている折り込み
接合部６１が、腹側よりも背側において短いため、背側領域において吸収体１１を支持し
ている力が弱くなる。これにより、該吸収体１１は背側領域においてより変形しやすく、
おむつ１が床等の平面上に置かれた際には、吸収体１１の背側領域が平面形状を形成しや
すくなる。したがって、おむつ１が背側に倒れてしまうことを効果的に抑制できる。
【００７２】
　また、図９及び図１０のように床等の平面上におむつ１を自立させる際には、股下部５
のうち長手方向の中央位置ＣＬ１０が当該平面と接触（接地）する。そして、吸収体１１
には、このＣＬ１０の部分において横方向の幅が最も狭くなった幅狭部１１ｓを有してい
る（図４参照）。吸収体１１の厚さは、高剛性部１１０が形成されている部分以外では基
本的に均一であるため、幅狭部１１ｓよりも横方向の幅が広い部分（例えば、長手方向両
端部１１ｅａ,１１ｅｂ等）と比較して、幅狭部１１ｓでは吸収体１１の剛性が弱くなっ
ている。したがって、中央位置ＣＬ１０を含む股下部５が床等の平面と接触すると、吸収
体１１の幅狭部１１ｓは床等の平面に沿って変形しやすく、平面形状が形成されやすい。
これにより、吸収体１１の長手方向の中央領域が自然に平面形状となるため、平面上でお
むつ１をより自立させやすくすることができる。
【００７３】
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　なお、本実施形態では、図４のように吸収体１１を長手方向及び横方向に伸長させた状
態で、吸収体１１の幅狭部１１ｓと、高剛性部１１０の非連続部１１０ｇとが長手方向に
おいて重複した位置に配置されている。したがって、非連続部１１０ｇと幅狭部１１ｓと
の相乗効果によって、両者が重複した部分では吸収体１１が平面形状に変形しやすく、か
つ平面形状が維持されやすくなっている。これにより、おむつ１を平面上に置いたときに
、当該重複した部分に形成される平面によって、おむつ１を安定して自立させやすい。
【００７４】
　ただし、幅狭部１１ｓと高剛性部１１０の非連続部１１０ｇとは長手方向において完全
に一致しているわけではなく、図４のように吸収体１１を長手方向に伸長させた状態で、
幅狭部１１ｓと高剛性部１１０とは、長手方向において重複する部分を有している。上述
したように、吸収体１１で、横方向において一対の高剛性部１１０に挟まれた領域では折
れ曲がりや変形の基点が形成されにくく、吸収体１１の表面に皺が生じたり吸収体１１に
撚れが生じたりするといった問題が生じにくい。したがって、非連続部１１０ｇの長手方
向両端部において、吸収体１１に皺や撚れを生じさせないようにすることで、該非連続部
１１０ｇにおいて形成される平面形状を安定して維持しやすくすることができる。これに
より、おむつ１を安定して自立させることができる。
【００７５】
　また、図４のように吸収体１１を長手方向に伸長させた状態で、幅狭部１１ｓと折り込
み接合部６１とが、長手方向において重複する部分を有している。このような構成であれ
ば、おむつ１を自立させたときに、幅狭部１１ｓの縦方向の上方に折り込み接合部６１が
配置されていることとなる。上述したように、折り込み接合部６１が設けられていること
によって、吸収体１１の横方向両側において防漏壁５０が起立状態で支持されることから
、幅狭部１１ｓの縦方向の上方に折り込み接合部６１が配置されていれば、該幅狭部１１
ｓの横方向両側において防漏壁５０の起立状態が維持されやすくなる。したがって、図１
１及び図１２で説明したように、起立した一対の防漏壁５０の間で吸収体１０が平面形状
を保ちやすくなる。これにより、平面上に置かれた状態のおむつ１を倒れにくくすること
ができる。
【００７６】
　また、おむつ１の背側胴回り部４には、該背側胴回り部４を横断するように背側脚回り
弾性部材３５ｌｇが設けられており、該背側胴回り部４に対して横方向の伸縮性を発現し
ている。したがって、背側脚回り弾性部材３５ｌｇが設けられている領域においては、背
側胴回り部４が横方向に収縮する。おむつ１では、背側胴回り部４の面積が腹側胴回り部
３の面積よりも大きくなることを説明したが、仮に、背側脚回り弾性部材３５ｌｇが設け
られていなかった場合、背側胴回り部４が前後方向の背側に突出したり、横方向に過度に
広がったりして、おむつ１を平面上に置いたときに後側（背側）に倒れやすくなり、自立
させることが難しくなるおそれがある。これに対して、本実施形態のおむつ１では、おむ
つ１を平面上に置いた際に、図１０に示されるように背側脚回り弾性部材３５ｌｇによっ
て背側胴回り部４が前後方向の背側に過度に出っ張るのが抑制される。したがって、おむ
つ１を平面上に置いたときに、背側胴回り部４と腹側胴回り部３とで重心のバランスが偏
りにくくなり、おむつ１を安定して自立させやすくなる。
【００７７】
　そして、背側脚回り弾性部材３５ｌｇは、折り込み接合部６１と厚さ方向において交差
する部分を有している。具体的には、図１に示されるように、折り込み接合部６１の長手
方向の背側端部が背側脚回り弾性部材３５ｌｇと交差している。したがって、背側脚回り
弾性部材３５ｌｇによる横方向の収縮力と、折り込み接合部６１に設けられた防漏壁弾性
部材５５による長手方向の収縮力とが互いに作用し合い、背側胴回り部４が横方向内側に
収縮しやすくなると共に、長手方向の内側（腹側）に引っ張られる。これにより、面積が
大きく重量の重い背側胴回り部４が、横方向及び長手方向について支持される状態となる
ため、おむつ１を平面上に置いたときに、該おむつ１が後側（背側）に倒れてしまうこと
が抑制され、おむつ１を自立させやすくすることができる。
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　＝＝＝その他の実施の形態＝＝＝
　以上、本発明の実施形態について説明したが、上記の実施形態は、本発明の理解を容易
にするためのものであり、本発明を限定して解釈するためのものではない。また、本発明
は、その趣旨を逸脱することなく、変更や改良され得るとともに、本発明にはその等価物
が含まれるのは言うまでもない。例えば、以下に示すような変形が可能である。
【００７９】
　（弾性部材について）
　上述の実施形態では、胴回り弾性部材や防漏壁弾性部材として、糸ゴムを用いる例につ
いて説明されていたが、これらの弾性部材は所謂糸ゴム等の線状弾性部材に限られるもの
ではない。例えば、所定の幅を有する平面状（帯状の）弾性部材が用いられても良い。ま
た、防漏壁やバックシートを構成するシート部材を、伸縮性を有するシート部材（例えば
伸縮性不織布）とすることで、糸ゴム等の弾性部材を別途設ける必要のない構成としても
良い。
【符号の説明】
【００８０】
１　おむつ（パンツ型使い捨ておむつ）、
３　腹側胴回り部、３ｅｓ　腹側サイドエッジ部、
４　背側胴回り部、４ｅｓ　背側サイドエッジ部、
５　股下部、
１０　吸収性本体、１０ｅｓ　外側端、
１１　吸収体、１１ｃ　括れ部、１１ｓ　幅狭部、１１ｅａ　端部、１１ｅｂ　端部、
１１ｅｓ　端部（横方向）、１１ｃｓ　中央部（横方向）、
１２　コアラップシート、
２０　トップシート（内層シート）、
３０　バックシート（外層シート）、３０ｃ　括れ部、
３１　バックフィルム、３２　上側外層シート、３３　下側外層シート、
３５ａ　腹側胴回り弾性部材、３５ｂ　背側胴回り弾性部材、
３５ｌｇ　背側脚回り弾性部材、３５ｌｇｓ　直線部、３５ｌｇｃ　湾曲部、
５０　防漏壁、
５０ｓ　シート部材、５０ｅｉ　内側端部、５０ｅо　外側端部、５０ｒｐ　基部、
５１　天面部、５２　下面部、５３　折り込み部、５４　単層部、
５５　防漏壁弾性部材、５５１～５５５　防漏壁弾性部材、５５６　防漏壁弾性部材、
６１　折り込み接合部、６２　非接合部、６３　エンド接合部、
１１０　高剛性部、１１０ｇ　非連続部、
ｆ１，ｆ２，ｆ３　折り曲げ線、
ＢＨ　胴回り開口、ＬＨ　脚回り開口、
ＣＬ１０　中央位置、
Ｗ５０　間隔（折り込み接合部）、
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